
ラピッド・ドクターカー導入
地域医療体制の充実と医療人材の確保

導入の目的

戦略１ 施策６

ラピッド・ドクターカーに救急専門医が同乗し、直接現場に出動する
ため、いち早く治療を開始できます。

患者さんに適切な治療を提供でき、救命率の向上が見込めます。
救急専門医がトリアージ（優先順位付け）を行い、最も緊急性の高い
患者さんに速やかに対応することができます。

救急専門医が搬送先の決定にも関与することで限られた医療資源を効
率的に活用することができます。

原則、木・金曜日 8：30～16：00
※救急医の派遣日時が拡大すれば、運行可能日時も拡大していきます。

出動可能日時



購入物品

ラピッド・ドクターカー
ポケット・エコー（超音波診断装置）
除細動器付心電図計
救急専門医・救急救命士のユニフォー
ム・安全靴等

事業担当課

病院総務課

電話 0545－52－1131

出動の流れ

富士市立中央病院

⑧状態に応じ他医療機関へ搬送

他の医療機関

③出動要請

②119番通報

富士市消防本部

①傷病者発生
事故現場

⑤現場等で消防救急車とドッキング
⑥専門医による治療開始

消防救急車

ラピッド・ドクターカー

④出動

⑦専門医が消防救急車に同乗し、
治療継続しながら当院へ救急搬送

目標金額

1,000万円


